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謹んで新春のお慶びを申し上げます。

　1956 年 12 月 24 日に産声をあげた全国消団連は今年創設 60 周年を迎えます。

翌 57 年「消費者宣言」において「消費者大衆こそ経済繁栄の母であり、商業繁栄

の支柱であります」と謳い、60 年を経た今でも消費者が主権者であることは全国消団連のさまざまな活

動場面で生かされています。

　全国消団連の国際活動委員会では、昨年 11 月ブラジルの首都ブラジリアで開催された国際消費者機

構（CI）の 4 年に一度の世界大会に出席し、世界各国から参集した 700 名を超える消費者代表と「消費者

の力を解放しよう」というテーマで意見交換し、理解を深めました。電子商取引等環境の変化への対応を

盛り込んだ「国連消費者保護ガイドライン」改定、MDGs に代わる今後の目標として「持続可能な開発目標

（SDGs）」の最終文書合意、COP21での「パリ協定」合意等、消費者問題を考える時に国際的な動向は見

逃せません。

　国内では、高齢化、高度情報化やグローバル化の急速な進展による新たな消費者問題への対処は待っ

たなしです。税金や公共料金の問題、高齢化と消費者被害の問題、消費者教育の在り方、食料農業の問題、

ICT にからんだ権利や個人情報保護と利活用の問題など山積した懸案事項に対して、改めて消費者が主権

者であることを胸に刻みつつ、安心して安全な暮らしを営むという消費者の願いの実現のために、関係諸

団体や会員との一層の連携と協働の下活動を進めてまいります。
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